
「水と緑の森づくりに関する県民意識調査」の結果（概要）について 

森 林 政 策 課 

 

令和８年度までとなっている「水と緑の森づくり税」の課税期間の延長を含め、今後の

森づくりの取組みについて検討を行うため、県民意識調査を実施しました。 

１ 調査手法及び回収数 

 今回 前回（R2） 

調 査 期 間 11月 27日～12月 15日（19日間） 12月５日～14日（10日間） 

調 査 方 法 郵送返送方式（WEB回答含む） 郵送返送方式 

対象者数 
県 民 ２，５００人（20歳以上の男女、住民基本台帳からの無作為抽出） 

企 業 １，０００社 (「北陸三県会社要覧 2025」及び各種企業団体名簿等から無作為抽出) 

有効回答

数(率) 

県 民 １，３１４人（５２.６％）  １，３０３人（５２.１％）  

企 業 ５０２社（５０.２％）  ４４６社（４４.６％）  

２ 調査内容 

調査項目 内  容 

(1)森林の機能 ①重要と考える森林の機能 

(2)森林の現状 ②森林の荒廃状況 

(3)税の認知度【新規】 ③税・事業の認知度、④税・事業を認知した媒体 

(4)税を活用した事業 
⑤各森づくり事業の継続の賛否 

⑥森づくりへの参加経験、今後の参加意識 

(5)税の新たな使途 ⑦新たな課題への対応について 

(6)税の延長、課税額 
⑧森づくり税の課税期間延長の賛否 

⑨個人分負担額、⑩法人分負担額 

３ 主な調査項目の結果（詳細は別紙のとおり）※（ ）内前回 

（１）「水と緑の森づくり税」の期間延長について 

 
賛成 

(条件付を含め) 
県 民 ９４.２％ （96.1%） 1.9㌽低下、前々回 95.3% 

企 業 ９５.０％ （97.1%） 2.1㌽低下、前々回 96.5% 

（２）「水と緑の森づくり税」を活用した各事業（８事業）について 

 今後も 

取組むべき 

県 民 ８４.３～９１.１％（87.0～94.3%） 平均 2.9㌽低下 

企 業 ８４.５～９３.０％（84.3～94.8%） 平均 1.6㌽低下 

（３）「水と緑の森づくり税」の新たな使途※について 

 賛成 
(条件付を含め) 

県 民 ９２.２％（94.8%） 2.6㌽低下 

企 業 ９１.３％（94.4%） 3.1㌽低下 

 ※自然災害の頻発化・激甚化、野生動物との軋轢、人口減少・少子高齢化への対策など 

（４）「水と緑の森づくり税」の負担額※について 

 今までと同じ

負担額 

県 民 ６３.５％（63.0%） 700～1,000円へ増額 30.4% 

企 業 ５５.０％（56.7%） 1.5～2倍へ増額又は大企業増額 39.5% 

 ※個人負担額(現行)：500 円/年、法人等負担額(現行)：資本金に応じて 1,000～10 万円/年 

（５）「水と緑の森づくり税」及び「税を活用した事業」の認知度について 

新 
知っている 
(条件付を含め) 

県 民 ２５.８％ 新規調査 

企 業 ３８.０％ 新規調査 
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今回

今回

（１）「水と緑の森づくり税」の期間延長について（１つ選択）

・ 条件付き（負担の程度、使いみち）を含め「延長に賛成」とする人の割合は、県民では
94.2%（前回96.1%）、企業経営者95.0%（前回97.1%）となっている。

・ このうち、無条件で「延長に賛成」とする人の割合が、県民では41.1%（前回47.7%）、
企業経営者では39.4%（前回45.3%）と低下し、「使いみちによっては賛成」とする人の
割合が上昇。

　《県民》

条件付きを含め、96.1%が延長に賛成

条件付きを含め、94.2%が延長に賛成
（前回より1.9ポイント低下）

条件付きを含め、95.3%が延長に賛成

　《企業》

条件付きを含め、97.1%が延長に賛成

条件付きを含め、95.0%が延長に賛成
（前回より2.1ポイント低下）

条件付きを含め、96.5%が延長に賛成

前回（R2）

前々回（H27）

前回（R2）

前々回（H27）

延長に賛成, 45.3%

負担の程度によっては

賛成, 26.9%

使いみちによって

は賛成, 24.9%

反対, 2.0%

その他, 0.9%
無回答, 0.0%

延長に賛成, 
37.9%

負担の程度によっては

賛成, 27.7%

使いみちによって

は賛成, 29.7%

反対, 3.3%

その他, 0.7%
無回答, 0.8%

延長に賛成, 
47.7%

負担の程度によっては

賛成, 24.7%

使いみちによって

は賛成, 23.7%

反対, 2.1%

その他, 0.9%
無回答, 0.8%

延長に賛成, 39.4%

負担の程度によっては

賛成, 26.7%

使いみちによっては

賛成, 28.9%

反対, 2.6%

その他, 1.6%

無回答, 0.8%

延長に賛成, 
41.1%

負担の程度によっては

賛成, 25.9%

使いみちによっては

賛成, 27.2%

反対, 3.4%

その他, 1.3%

無回答, 1.1%

延長に賛成, 38.5%

負担の程度によっては

賛成, 29.7%

使いみちによって

は賛成, 28.3%

反対, 2.7%

その他, 0.0%
無回答, 0.8%
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　《県民》

　《企業》

（２）「水と緑の森づくり税」を活用した各事業について（１つ選択）

・ 各種事業とも「これからも継続して取り組むべき」と「内容を充実して取り組むべき」を合
わせた人の割合が、県民、企業経営者とも９割程度と高い。
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27.0 

24.0 

33.1 

35.9 

32.0 

34.7 

34.5 
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里山再生整備事業 （91.1％）

みどりの森再生事業 （90.1％）

優良無花粉スギ「立山森の輝き」普及推進事業 （88.8％）

とやまの森づくりサポートセンター活動推進事業 （88.0％）

とやまの森づくり普及啓発推進事業 （85.3％）

県産材利用促進事業 （87.2％）

県民による森づくり提案事業 （84.3％）

とやまの森づくり総合情報システム事業 （84.7％）

69.1 

65.5 

66.3 

54.6 

52.4 

54.6 

50.8 

49.6 

23.9 

27.3 

24.1 

32.5 

33.9 

31.9 

34.3 

34.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

里山再生整備事業 （93.0％）

みどりの森再生事業 （92.8％）

優良無花粉スギ「立山森の輝き」普及推進事業 （90.4％）

とやまの森づくりサポートセンター活動推進事業 （87.1％）

とやまの森づくり普及啓発推進事業 （86.3％）

県産材利用促進事業 （86.5％）

県民による森づくり提案事業 （85.1％）

とやまの森づくり総合情報システム事業 （84.5％）

これからも継続して取り組むべきである 内容を充実して取り組むべきである

一定の効果があったのでやめたほうがよい その他

無回答

「これからも継続して取り組むべき」「内容を充実して取り組むべき」の合計

「これからも継続して取り組むべき」「内容を充実して取り組むべき」の合計
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・

今回

今回

新たな対策を行うことについて、92.2%が賛成
(前回より2.6ポイント低下）

新たな対策を行うことについて、92.9%が賛成

（３）「水と緑の森づくり税」の新たな使途について
　　（自然災害対策、野生動物対策、人口減少による担い手対策など）（１つ選択）

　《企業》

・ 「税負担が増えないのであれば賛成」と「税負担が増えても賛成」を合わせた人の割合は、
県民では92.2%（前回94.8%）、企業経営者では91.3%（前回94.4%）となっている。

このうち、「税負担が増えないのであれば賛成」とする人の割合が、県民では66.4%（前
回60.0%）、企業経営者では59.6%（前回49.1%）と上昇し、「税負担が増えても必
要」とする人の割合が低下。

　《県民》

新たな対策を行うことについて、94.8%が賛成

前回（R2）

前回（R2）

前々回（H27）

新たな対策を行うことについて、94.4%が賛成

新たな対策を行うことについて、91.3%が賛成
（前回より3.1ポイント低下）

新たな対策を行うことについて、93.7%が賛成

前々回（H27） 税負担が増えないので

あれば賛成, 59.6%

税負担が増えても

必要, 31.7%

新たな対策は必要

ない, 5.0%
その他, 3.0%

無回答, 0.8%

税負担が増えないので

あれば賛成, 66.4%

税負担が増えても

必要, 25.8%

新たな対策は必要

ない, 4.7%

その他, 2.2%
無回答, 0.8%

税負担が増えないので

あれば賛成, 49.1%

税負担が増えても

必要, 45.3%

新たな対策は必要

ない, 3.1%

その他, 1.8%

無回答, 0.7%

税負担が増えないので

あれば賛成, 70.6%

税負担が増えても

必要, 22.3%

新たな対策は必

要ない, 4.6%
その他, 1.7%

無回答, 0.8%

税負担が増えないので

あれば賛成, 60.0%

税負担が増えても

必要, 34.8%

新たな対策は必要

ない, 2.8%
その他, 1.5%

無回答, 0.9%

税負担が増えないので

あれば賛成, 66.2%

税負担が増えても

必要, 27.5%

新たな対策は必要

ない, 3.9%

その他, 1.6%

無回答, 0.8%



　　　　　　別　紙

前回（R2） 今回

前回（R2） 今回

前回（R2） 今回

前回（R2） 今回

（４）「水と緑の森づくり税」を延長した場合の税額[法人税負担額]（１つ選択）

・

　《企業》

　《企業》

（４）「水と緑の森づくり税」を延長した場合の税額[県民税負担額]（１つ選択）

・ 「今までと同じ」とする人の割合が、県民では63.５%（前回63.0%）、企業経営者では
64.9%（前回61.7%）と前回調査同様、最も多いが、「増額(1.5倍,２倍)」とする人の割
合が、県民では30.4%（前回32.3%）企業経営者では29.3%（前回34.5%）と低下。

　《県民》

県民では「今までと同じ」とする人の割合が37.0%（前回42.9%）と低下し、「大きな企
業の負担増額」とする人の割合が43.1%(前回38.0％)から上昇。企業経営者では「今まで
と同じ」とする社の割合が55.0%（前回56.7%）と最も多い。また、負担増に対する割合
は39.5%(前回39.9％)と前回同様である。

　《県民》

今までと同じ年間

500円, 63.0%年間700～800円
程度, 18.8%

年間1,000円
程度, 13.5%

減額, 3.2%
無回答, 1.5%

今までと同じ年間

500円, 63.5%

年間700～800円
程度, 18.4%

年間1,000円
程度, 12.0%

減額, 4.9%
無回答, 1.2%

今までと同じ, 56.7%
資本金等の額の小さい企

業は現行どおり、大きな企

業は負担額増, 21.5%

現行の1.5倍
程度, 9.2%

現行の2倍程度, 9.2%
減額, 2.7%

無回答, 0.7%

今までと同じ, 55.0%資本金等の額の小さい企

業は現行どおり、大きな企

業は負担額増, 29.9%

現行の1.5倍
程度, 3.8%

現行の2倍程度, 5.8%

減額, 4.0%
無回答, 1.6%

今までと同じ年間

500円, 61.7%年間700～800円
程度, 17.0%

年間1,000円
程度, 17.5%

減額, 2.7%
無回答, 1.1%

今までと同じ年間

500円, 64.9%

年間700～800円
程度, 16.9%

年間1,000円
程度, 12.4%

減額, 3.8%
無回答, 2.0%

今までと同じ, 42.9%

資本金等の額の小さい企

業は現行どおり、大きな企

業は負担額増, 38.0%

現行の1.5倍
程度, 7.3%

現行の2倍程度, 6.8%
減額, 2.6%

無回答, 2.4%

今までと同じ, 37.0%

資本金等の額の小さい企業

は現行どおり、大きな企業

は負担額増, 43.1%

現行の1.5倍
程度, 6.2%

現行の2倍程度, 6.2%

減額, 3.8%
無回答, 3.7%
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　《県民》

（５）「水と緑の森づくり税・事業」の認知度について（１つ選択）

・ 「この県民意識調査まで知らなかった」とする人の割合が、県民で71.0%、企業経営者で
60.8%と最も高い。

　《企業》

17.9 12.7 7.4 60.8 0.2
1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回

「水と緑の森づくり税」、「水と緑の森づくり事業」ともに知っている

「水と緑の森づくり税」のみ知っている

「水と緑の森づくり事業」のみ知っている

この県民意識調査まで知らなかった

その他

無回答

認知度 38.0％

7.0 10.3 8.5 71.0 0.2 3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回

認知度 25.8％


